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１ はじめに 

近年，木材の需要拡大や自然景観に対する配慮の観点

から，土木分野への木材利用が推進されている。屋外に

設置された木製構造物を適切に維持，管理するためには，

部材の劣化程度を把握する必要がある。 

劣化程度を把握するため，いくつかの劣化診断方法が

提案されている。このうち，目視による被害度評価法1）

が最も多く用いられている。また，ピロディンや超音波

を用いた診断も行われている。 

上記の診断方法それぞれについて，測定値と劣化程度

との関係が報告されている2,3,5,6）。このうち矢田は，ス

ギ，ベイマツ，ボンゴシについて，ピロディン値，超音

波伝播速度と縦圧縮強度との関係を調査し，スギとベイ

マツにはピロディンによる劣化診断が，ボンゴシには超

音波による診断が適していることを報告した6)。ここで，

土木分野で多用されているスギ，アカマツ，カラマツに

ついても，樹種と診断方法の組合せを検討することは，

劣化診断技術の向上に役立つと考えられる。 

そこで本研究では，スギ，アカマツ，カラマツに適し

た診断方法を提案するため，実大杭を用いて野外暴露試

験を行い，目視による被害度，ピロディン打ち込み深さ，

超音波伝播速度の各診断結果と，断面欠損率，ならびに

縦圧縮強度との関係を調査したので報告する。 

 

 

 

2 実験方法 

2.1 供試材 

供試材には，市販のスギ，アカマツ，カラマツ杭材（丸

棒加工有り，防腐処理無し）を用いた。寸法は直径10cm

×材長150cmとした。 

2.2 屋外暴露試験 

試験地の位置を図－１に示す。暴露試験地は，岩手町，

矢巾町，金ヶ崎町の３ヶ所に設置した。各試験地に，ス

ギ，アカマツ，カラマツ杭材をそれぞれ30本ずつ，地中

深さが60cm程度になるよう，１ｍ間隔で埋設した。 

暴露開始年月は，岩手町が2002年４月，矢巾町が2003

年５月，金ヶ崎町が2004年４月である。 

なお，試験地の維持管理として，試験開始から毎年２

回，杭周辺の草刈を行った。 

2.3 杭材の採取と試験体の調整 

埋設した杭材を，年に１回，試験地ごとに１樹種につ

き３本ずつ採取し，付着した土などを丁寧に洗い流した

後，屋外にて自然乾燥した。 

大橋らは，岩手県内の木柵工カラマツ杭材について劣

化度調査を行った結果，劣化の程度は地際部＞頂部の傾

向であったことを報告している4）。これより，杭材の耐

用年数は地際部で決定されると考えられる。そこで，乾

燥後の杭材から，地際部を含む長さ30cmの試験体を切り

出して試験に供した。 

なお，岩手町からは埋設後0.5～7.5年経過時点，矢巾

町からは1.5～6.5年経過時点，金ヶ崎町からは1.5～5.5

年経過時点での杭材を採取した。 

2.4 試験体の被害度，ピロディン打ち込み深さ，超音

波伝播速度の測定 

試験体の被害度は，森林総合研究所の６段階評価法1）

に準拠して評価した（表－１）。 

 

ピロディン打ち込み深さ（単位：mm）の測定には，ス

イスProceq社製のピロディン（PILODYN，６J-Forest，

ピンφ2.5mm，打ち込み深さ最大40mm）を用いた。 

超音波伝播速度（単位：km/秒）は，超音波木材劣化診

断器（Dr.Wood，株式会社秋田エスケイケイ製）を用いて

直径方向の超音波伝播時間を測定し，試験体頂部側の直

被害度
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状態

健全

部分的に軽度の虫害または腐朽

全面的に軽度の虫害または腐朽

2の状態のうえに部分的に激しい虫害または腐朽

全面的に激しい虫害または腐朽

虫害または腐朽により形が崩れる

表-1 被害度の表し方
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表-2 杭材地際部の断面欠損率、縦圧縮強度の平均の推移








